
16
日
、
松
本
ひ
ろ
か
ず
議
員
は
、

①
少
な
す
ぎ
る
職
員
を
増
や
し
て
、

市
民
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添
う
態

勢
を
、
②
子
ど
も
を
守
り
育
て
る

学
校
に
、
の
２
点
に
つ
い
て
一
般

質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
全
面
解
除
さ

れ
、
休
校
が
続
い
て
い
た
学
校
も
、

６
月
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

い
ま
求
め
ら
れ
る
の
は
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
す
る
教
育
で
す
。

【
質
問
①
】
マ
ス
ク
、
消
毒
液
、

非
接
触
体
温
計
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
な
ど
物
品
の
確
保
は
。

・
市
の
対
策
本
部
と
連
携
し
確
保

し
て
い
る
。
非
接
触
体
温
計
は
、

市
健
康
課
か
ら
各
校
１
台
借
用
。

【
質
問
②
】
「
密
集
・
密
接
」
を

避
け
る
に
は
、
１
教
室
何
人
が
適

当
か
。
現
在
の
1
学
級
の
人
数
は
。

・
概
ね
20
人
以
下
。
現
状
は
左
表

の
通
り
で
20
人
以
下
は
３
学
級
。

【
質
問
③
】
「
密
集
・
密
接
」
を

避
け
る
た
め
に
今
こ
そ
、
少
人
数

学
級
の
実
施
が
必
要
だ
が
。

・
少
人
数
で
の
学
習
が
望
ま
し
い
。

少
人
数
学
級
編
成
は
国
の
定
数
改

善
に
よ
る
。
国
・
県
に
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
。

【
質
問
④
】

「
席
の
間
隔
の
確
保
、
歌
唱
指

導
、
体
育
な
ど
の
身
体
接
触
、
給

食
は
前
を
向
い
て
、
遊
具
で
は
遊

ば
な
い
で
」
な
ど

機
械
的
に
注
意

ば
か
り
し
て
い
た
ら
信
頼
関
係
が

失
わ
れ
る
。
柔
軟
な
対
応
が
必
要

と
考
え
る
が
。

・
前
例
の
な
い
事
態
の
た
め
、
安

全
を
第
一
に
１
人
ひ
と
り
の
心
情

に
寄
り
添
い
な
が
ら
発
達
段
階
に

応
じ
た
丁
寧
な
指
導
を
す
る
。

【
質
問
⑤
】
学
習
の
遅
れ
を
取
り

戻
す
た
め
に
、
忙
し
く
窮
屈
な
学

校
生
活
を
強
い
れ
ば
、
負
担
が
増

え
、
か
え
っ
て
「
感
染
リ
ス
ク
」

を
高
め
る
。
子
ど
も
・
教
職
員
の

過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
に
は
、
本
当
の

「
ゆ
と
り
」
が
必
要
と
思
う
が
。

・
行
事
の
精
選
、
指
導
計
画
の
見

直
し
を
行
い
、
時
間
を
効
率
的
に

使
い
、
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
に
授
業
計
画
を
立
て
て
い
る
。

【
質
問
⑥
】
子
ど
も
の
貧
困
が
深

刻
に
な
っ
て
い
る
。
就
学
援
助
を

生
活
保
護
基
準
の
１
・
３
倍
か
ら

１
・
５
倍
に
戻
す
べ
き
。

・
現
状
を
維
持
す
る
。

少
な
す
ぎ
る
職
員
数
に
つ
い
て
、

副
市
長
は
「
職
員
管
理
計
画
を
前

倒
し
し
て
、
職
員
を
増
員
し
て
い

く
」
と
答
え
ま
し
た
。
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子
ど
も
の
安
全
は
最
優
先

今
こ
そ
少
人
数
学
級
を

教
室
は
「
密
集
・
密
接
」
状
態

1
ク
ラ
ス
20
人
以
下
に

<生活相談は日本共産党へ> 秋山文和℡761-8670 うづき武彦℡761-6185 松本ひろかず℡752-3947
並木としえ℡737-4576 大野とし子℡746-6136 今尾やすのり℡761-3676 坂巻かつのり℡752-6025

日本共産党市議団ホームページ https://www.jcp-kasukabe.jp/

松本ひろかず議員一般質問

小学校・義務教育学校前期

人数 学級数 割合％

～19人 3 0.9

20～24人 31 9.2

25～29人 115 34.0

30～34人 137 40.5

35～ 52 15.4

計 338 100.0

※１クラス20人以上が99.1％

中学校・義務教育学校後期

人数 学級数 割合％

～19人 0 0.0

20～24人 2 1.4

25～29人 4 2.7

30～34人 39 26.5

35～ 102 69.4

計 147 100.0

※ １クラス20人未満はゼロ

１学級の人数 (通常学級)



６
月
16
日
、
並
木
と
し
え
議

員
は
６
月
定
例
市
議
会
で
①
児

童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
防
止
の
支
援
強

化

②
子
ど
も
の
遊
び
と
生
活

を
保
障
す
る
学
童
保
育
、
の
２

点
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
の
た
め
、
学
校
休
業
、

テ
レ
ワ
ー
ク
、
外
出
自
粛
な
ど
、

家
族
そ
ろ
っ
て
１
日
中
家
に
い

る
状
況
が
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ト
レ
ス
か
ら
児
童
虐
待
・
Ｄ

Ｖ
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
春
日

部
市
で
は
、
今
年
３
月
～
５
月

の
虐
待
通
報
件
数
は
98
件
で
昨

年
同
月
比
30
件
増
加
（
１
・
４

倍
）
。
Ｄ
Ｖ
は
月
平
均
８
件
か

ら
10
件
（
１
・
25
倍
）
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

見
え
づ
ら
く
な
る
児
童
虐
待
・

Ｄ
Ｖ
の
把
握
と
支
援
強
化
の
た

め
に
、
①
週
１
回
程
度
の
訪
問
・

電
話
に
よ
る
安
全
確
認
、
②
児

童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
の
連
携
強

化
、
③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
の
開
設
を

提
案
し
ま
し
た
。
子
ど
も
未
来

部
長
は
、
週
１
回
以
上
の
安
全

確
認
、
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
の
連
携
は

実
施
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
は
実
施
に

向
け
た
検
討
を
進
め
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。

人
口
20
万
人
以
上
の
市
で
児

童
相
談
所
が
な
い
の
は
、
県
内

で
は
春
日
部
だ
け
で
す
。
児
童

相
談
所
設
置
を
県
に
要
求
す
べ

き
、
と
主
張
し
ま
し
た
。
市
長

は
「
児
童
相
談
所
の
役
割
は
大

変
大
き
い
。
機
会
を
と
ら
え
て

県
に
要
望
し
て
い
く
」
と
答
え

ま
し
た
。

学
校
が
一
斉
休
業
と
な
る
中
、

厚
生
労
働
省
は
学
童
保
育
は

「
原
則
開
所
」
と
し
ま
し
た
。

感
染
を
防
止
し
つ
つ
子
ど
も

の
遊
び
と
生
活
を
保
障
す
る
た

め
に
、
①
「
密
」
を
避
け
る
た

め
に
施
設
基
準
、
定
員
の
見
直

し
、
②
常
勤
支
援
員
を
全
ク
ラ

ブ
に
複
数
以
上
の
配
置
を
、
と

主
張
し
ま
し
た
。
子
ど
も
未
来

部
長
は
、
「
密
」
を
避
け
る
た

め
に
、
体
育
館
の
使
用
な
ど
学

校
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る

が
、
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
国
・
県
の
動
向
を
見
守
る
、

と
答
弁
し
ま
し
た
。

学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
）
は
、
緊
急
事
態
の
も
と

で
も
「
原
則
開
所
」
を
求
め
ら

れ
る
施
設
で
、
子
ど
も
の
命
と

「
育
ち
」
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
民
間
株
式
会
社
に

運
営
を
丸
投
げ
す
る
「
指
定
管

理
者
制
度
」
に
は
、
そ
も
そ
も

な
じ
ま
な
い
も
の
で
す
。

春
日
部
市
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
、
民
間
株
式
会
社
「
ト
ラ

イ
」
に
運
営
を
委
託
し
て
い
ま

す
が
、
臨
時
休
業
中
の
ほ
と
ん

ど
の
期
間
、
朝
か
ら
開
所
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
指
定
管
理
者
制

度
を
や
め
、
市
が
責
任
を
持
っ

て
運
営
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
「
保
育
の
質
の
向
上

と
子
ど
も
た
ち
の
安
全
、
安
心

を
最
優
先
に
、
今
後
と
も
適
切

に
運
営
し
て
い
く
」
と
述
べ
る

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
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市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

6/21(日) みくに医院（内科系）下大増新田97-1 電話737-1212 宇野クリニック（小児科系）
春日部1-6-5電話760-3711 佐藤整形外科（外科系）大場1385-3電話731-4550

6/28(日) みどり内科医院（内科系)緑町4-13-25 電話745-5000 岡田医院（小児科系）
一ノ割2-6-21電話735-7848 梅原病院(外科系) 小渕455-1電話752-2152

コ
ロ
ナ
禍
で

虐
待
も
Ｄ
Ｖ
も
増
加

学
童
保
育
所
は

市
が
直
営
で
！

春
日
部
に
児
童
相
談
所
設
置
を

市
長
「
県
に
要
望
す
る
」
と
答
弁

並木としえ議員一般質問

休
日
の
当
番
医


